
資料①（本時の指導案とデザインマップの関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料②（「自分の考えたことを表現する→低学年のうちからしっかり取り組む） 

   ・書きにくい場合は、ペアで話す 

   ・ノートに書く（図、言葉、式、表、グラフなど）→分かりかけや誤答でよい 

   ・算数のことばを提示する 

☆『３つのかずのけいさん』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どうやってとったかブロックを動かしてみる。 

ブロックをどう動かしたかをお話する。 

友だちの動かし方をやってみる。 

ブロックをどう動かしたかをノートに表現する。 

「違うところ」「同じところ」はどこかな？ 

「10 のまとまり」に着目（卵パック・ブロックのふた） 

「次は○○やってみたい！」理由は･･･ 



☆『たしざん』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次は○○でやってみたい！ 

理由は・・・ 



☆『ひきざん』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


